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論文審査の結果の要旨  
 






















第一章 油粕工場における遅延二次増菌培養法の検討  
本研究の第三章および第四章におけるサルモネラ検査法の一つとし









用性を確認できた。他方、HTT 以外を用いた DSE 法の検討では、
Rappaport-Vassiliadis Brothや Tetrathionate-Brilliant-Green Broth
などの選択増菌培地を用いても HTT を用いた DSE 法と同等の成績を
得ることができた。他方、飼分法と DSE 法により分離された、分離株




て い る 。 油 粕 工 場 に お け る 複 合 的 な サ ル モ ネ ラ 汚 染 の 疫 学    
解析に、貢献できる可能性が示唆された。    
第二章 油粕製造環境におけるサルモネラ汚染実態とその対策  

















全 体 の サ ル モ ネ ラ 汚 染 の 低 下 に 寄 与 す る と 考 え ら れ た 。  























23 時間を要する。前増菌培養に O-157 の培養で実績のある MP 培地
を用いることで前増菌培養時間を 14 時間に短縮することが可能とな













100cfu/25g のサルモネラが 7 時間後には 103cfu/mL に達することか
ら、MP 培地による 7 時間の前培養と組み合わせることで、8.5 時間後
に判定（短縮 QuickGene-BAX 法）が可能となり、最終製品の油粕中
を対象としたサルモネラ検査に有用な手法であることが示唆された。  
 
以上のように、本研究は、家畜に与える飼料原料となる油粕の衛生
に関する成果であり、農場から食卓までの一貫した衛生管理手法が求
められる今日、家畜衛生、食品衛生および公衆衛生上、意義あるもの
として、学術上、応用上貢献するところが少なくない。よって審査委
員一同は、本論文が博士（獣医保健看護学）の学位論文として十分な
価値を有するものと認め、合格と判定した。  
